
ChatGPT に聞いてみた 

 

「今、ホンハイが EV の生産委託生産で三菱自動車と契約した、アップルと同じように現在の日本

の自動車メーカーが開発、設計、販売に徹しって生産はホンハイに委託した場合、中国製の小型

EV に負けない自動車が消費者に提供できるか」 

ChatGPT: 

とても鋭い視点です。 

ホンハイ（Foxconn）と三菱自動車の提携は、日本の自動車産業にとって大きな転換点となり得ま

す。あなたの提案するように、日本のメーカーが開発・設計・ブランドに集中し、生産を外部（たとえ

ばホンハイ）に委託するモデルは、中国勢との価格競争力を補える現実的な選択肢になりつつあ

ります。 

以下で、その可能性とリスクを整理してお答えします。 

   【1】ホンハイの強みと EV 戦略の特徴 

● ホンハイ（Foxconn）とは？ 

• 世界最大の EMS（受託生産）企業 → iPhone をはじめ Apple 製品を製造 

• 近年は EV に本格参入： 

o EV プラットフォーム「MIH」を開発（オープンプラットフォーム） 

o 台湾、中国、インド、タイ、米国に EV 工場を展開 

o 自社ブランドは持たず、製造に特化した黒子戦略 

● 特徴 

• 圧倒的な生産効率（IT×製造の融合） 

• 車両を「スマホのように設計」＝モジュール化・共通部品化 

• OEM 企業にとって「開発はするがリスクは持たない」理想のパートナー 

   【2】日本メーカーが「設計・販売」に特化する可能性 

✔ メリット 

項目 説明 

    コスト削減 海外委託で製造コストを削減 → 中国勢に対抗可能 



項目 説明 

    開発に集中できる 設計・商品企画・ユーザー体験にリソースを集中 

    リスク分散 工場への固定投資・人件費・設備更新リスクをホンハイが吸収 

    納期・量産の柔軟性 複数拠点・マルチ OEM 対応が可能 

 

⚠ デメリット・リスク 

項目 説明 

⚠ 技術流出の懸念 
開発した技術がホンハイ経由で他社に流れる可能性（中国企業に流

出） 

⚠ ブランディングの難

化 
「ホンハイ製」と聞いて品質に不安を持つ日本人消費者もいる 

⚠ 雇用問題 国内の製造現場（工場労働者、関連企業）に打撃 

⚠ 差別化の難しさ 共通プラットフォームを使うと「似たような車」になりやすい 

 

   【3】中国製小型 EV に対抗できるか？ 

結論としては： 

YES ― 一定条件を満たせば、十分に対抗できる可能性があります。 

     必要な条件 

1. 製品力：日本らしい高い設計・安全・使いやすさ（例：軽 EV での新しい UX） 

2. 価格競争力：委託生産で原価を下げ、補助金込みで 150 万円未満の設定 

3. 安心感の演出：「設計は日本」「生産は信頼できるパートナー」の明示 

4. 短い開発サイクル：年 1 回以上の改良・新モデル（スマホ的思考） 

   【4】今後の日本型 EV ビジネスモデル（新提案） 

項目 内容 

ブランド 日本メーカー（例：三菱、スズキ、ホンダ） 

設計・企画 日本本社：マーケティング主導、軽・超小型に特化 



項目 内容 

生産 海外委託（例：ホンハイ、台湾・中国工場など） 

基盤・プラットフォーム MIH（ホンハイ提供）や汎用 EV アーキテクチャの活用 

サービス展開 日本全国の販売網＋サブスク、カーシェア提携 

ソフトウェア OTA（無線アップデート）対応で、継続的に価値を提供 

 

    補足：日本消費者の「国産信仰」について 

• 「メイド・イン・ジャパン」信仰は根強いが、「安心して使える」「サポートがある」ことの方が優

先されつつある。 

• iPhone のように「Apple 製（設計）だけど中国製造」モデルがすでに受け入れられている。 

     結論 

ホンハイのような企業と組んで「軽 EV・超小型 EV」の開発と販売に集中すれば、日本メーカーは

中国製 EV に十分対抗可能です。 

ただしそれには、 

• リスク管理（技術流出・品質管理） 

• 日本らしい差別化（安心・サポート・UI） 

• 消費者への納得ある説明 

が不可欠です。 
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